
第64回通常総代会・第6回組合員代表者会議の様子②
議案審議

第64回通常総代会・第6回組合員代表者会議の様子①
宮崎県共済生活協同組合 中原理事長　挨拶

　
二
〇
二
三
年
七
月
二
八
日（
金
）、
宮
崎
観
光
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
宮
崎
県
共
済
生
活
協
同
組
合
第
六
四

回
通
常
総
代
会
お
よ
び
こ
く
み
ん
共
済 

c
o
o
p
宮

崎
推
進
本
部
第
六
回
組
合
員
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
通
常
総
代
会
は
、
大
村
謙
司
副
理
事
長
が
総
代
出

席
の
資
格
審
査
報
告（
総
代
総
数
1
5
3
名
中
、
本
人

出
席
76
名
、
委
任
状
1
名
、
書
面
議
決
76
名
）
お
よ

び
通
常
総
代
会
の
成
立
宣
言
を
お
こ
な
い
、
議
長
団

に
菊
地
　
正
樹
総
代（
自
治
労
）、
上
笹
貫
　
潤
総
代

（
住
友
ゴ
ム
労
働
組
合
宮
崎
支
部
）
を
選
出
し
、
議
事

が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
原
和
雄
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
連
合
宮
崎
＝

中
川
育
江
会
長
よ
り
来
賓
挨
拶
が
さ
れ
、
一
般
財
団

法
人
全
国
勤
労
者
福
祉
・
共
済
振
興
協
会
＝
神
津
里

季
生
理
事
長
、
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
代
表
理
事

＝
廣
田
政
已
理
事
長
、
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
九

州
統
括
本
部
＝
品
川
浩
二
本
部
長
、
全
国
労
働
者
共

済
生
活
協
同
組
合
連
合
会
指
定
整
備
工
場
宮
崎
県
協

議
会
＝
橋
口
英
樹
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
高
靖
人
専
務
理
事
よ
り
、
二
〇
二
二

年
度
活
動
報
告
な
ら
び
に
二
〇
二
三
年
度
活
動
計
画

な
ど
の
提
案
を
お
こ
な
い
、
満
場
一
致
で
全
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開催

2022年度給付実績（2023年5月末）

3,551,953,710円　　　　　5,137,974,527円　　　  1,586,020,817円

2021年度給付実績 2022年度給付実績 前年度比較

● 2023年度事業目標 ●

2024年5月末　到達目標口数

50,002,259口

2022年度事業状況ならびに2023年度事業目標

2023年度の役員体制（宮崎県共済生活協同組合の役員は、こくみん共済 coop宮崎推進本部の役員を兼任）

役　職 氏　名 出身団体名
労働界（旭化成労働組合）

宮崎県職員労働組合

全国労働者共済生活協同組合連合会

日向製錬所労働組合

旭有機材労働組合

住友ゴム労働組合宮崎支部

宮崎トヨタグループ労働組合

南日本酪農労働組合

九州労働金庫宮崎県本部

旭化成労働組合

ヤマエ労働組合

ＵＡゼンセン

小林市役所職員労働組合

延岡市役所職員労働組合

役　職 氏　名 出身団体名
九州電力労働組合宮崎支部

生活協同組合コープみやざき

王子製紙新労働組合日南支部

連合宮崎

宮崎交通労働組合

全日通労働組合宮崎県支部

宮崎ガス労働組合

ＪＰ労組宮崎連絡協議会

全センコー労働組合延岡支部

宮崎市役所職員組合

ミネベアアクセスソリューションズ労働組合

清本鉄工延岡労働組合

宮崎県労働者福祉団体中央会

自治労宮崎県本部

中原　和雄
大村　謙司
今泉　信一郎
浅利　政広
石井　彰人
井出　豪
今村　彰博
鬼束　賢一
鬼束　善史
金丸　優
上西　伸一郎
川崎　哲伸
河畑　健一
興梠　健治

坂元　義孝
迫田　和子
佐原　正訓
重黒木　康恵
髙橋　章治
武井　大幸
野﨑　一俊
原口　大夢
日吉　光幸
松元　卓耶
山口　慶太
大久保　拓
假野　耕司
中原　広幸

理事長

副理事長

専務理事

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監事長

監事

〃

2022年度加入状況（2023年5月末）

2022年5月実績 2023年5月目標 2023年5月実績 2022年度純増合計 2022年度増加率純増目標

50,128,961口　　 50,137,229口　　　　8,270口　　　　 50,416,032口　　　 287,071口　　　　　  0.57％

※受託事業を含みます。

宮崎県共済生活協同組合 第64回 通常総代会
こくみん共済 coop 宮崎推進本部 第 6 回 組合員代表者会議

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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２
０
２
３
年
度
労
働
金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
・
宮
崎
中
央
会

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

２
０
２
３
年
度
労
働
金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
・
宮
崎
中
央
会

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

　

合
同
研
修
会
は
、
冒
頭
、
中
川
副
会
長（
連

合
宮
崎
会
長
）
の
挨
拶
の
後
、①「
労
働
金
庫

研
修
会
」、②「
こ
く
み
ん

共
済
c
o
o
p
研
修
会
」、

③「
税
務
研
修
会
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

労
働
金
庫
研
修
会
で
は
、
九

州
労
金
宮
崎
県
本
部
・
園
田
氏

を
講
師
と
し
て
、「
資
産
形
成
に

向
け
て『
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
活
用
！
』」

と
題
し
、
資
産
形
成
に
効
果
的
な
非
課
税
制

度
や
、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
」「
投
資

信
託
」の
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
特
徴
と
違
い
、

長
期
投
資
の
効
果
等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
、
投
資
信
託
の

特
徴
、
違
い
は
参
考
に
な
っ
た
」「
名
前
だ

け
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
ｉ
Ｄ

ｅ
Ｃ
ｏ
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
。
う
ま
く
運
用
で
き
る
と
感
じ

た
ら
活
用
し
て
み
た
い
と
感
じ
た
。」「
組
合

員
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
な
ど
問
い

合
わ
せ
も
あ
る
の
で
、
少
し
で
も
知
識
が
増

え
て
よ
か
っ
た
。」

　

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
研

修
会
で
は
、
宮
崎
支
所
・
栁
瀨
氏

お
よ
び
延
岡
支
所
・
長
瀬
氏
を
講

師
と
し
て
、「
こ
く
み
ん
L
i
f
e
サ
ポ
ー

ト（
保
障
設
計
・
生
活
設
計
サ
ポ
ー
ト
）・
公

式
ア
プ
リ
に
つ
い
て
」
と「
火
災
・
自
然
災

害
共
済
改
定
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
生
活
保

障
設
計
の
考
え
方
、最
適
な
保
障
に
つ
い
て
、

保
障
の
見
直
し
の
時
期
、
保
障
を
ど
の
よ
う

に
見
直
す
の
か
等
の
説
明
や
、
火
災
共
済
・

自
然
災
害
共
済
の
商
品
改
定
の
背
景
、
改
定

内
容
等
の
詳
し
い
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
必
要
保
障
額
の
考
え
方
な
ど
は
わ
か
り

や
す
か
っ
た
。
商
品
改
定
と
し
て
、
改
善

さ
れ
る
部
分（
対
象
に
な
る
）
等
、
わ
か
り

や
す
か
っ
た
。
自
分
の
今
の
保
障
を
見
直

し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。」「
生
活
保
障
の

話
、
外
国
と
の
比
較
や
病
院
の
差
額
ベ
ッ

ド
代
の
話
な
ど
参
考
に
な
っ
た
。」「
来
年
か

ら
改
正
す
る
風
水
害
の
保
障
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
い
た
だ
い
て
勉
強
に
な
っ
た
。

台
風
や
豪
雨
は
、
割
と
身
近
に
起
こ
る
被

害
で
あ
る
の
で
、
組
合
員
に
し
っ
か
り
説

明
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。」

　

税
務
研
修
会
で
は
、
中
央
労

福
協
主
催
の
公
益
法
人
制
度
情

報
交
換
会
や
各

県
の
労
福
協
や
労
働
組
合

に
お
い
て
、
組
合
会
計
や

監
査
等
の
税
務
に
か
か
る

研
修
講
師
と
し
て
ご
活
躍

中
で
あ
る
千
葉
県
税
理
士
会
所
属
の
小
倉

秀
夫
税
理
士
を
講
師
と
し
て
、「
労
働
組
合

等
の
会
計
税
務
に
係
る
実
務
」
と
題
し
、
労

働
組
合
の
会
計
と
監
査
で
は
、
会
計
の
目

的
や
会
計
基
準
、
監
査
の
目
的
と
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
労
働
組

合
に
関
わ
る
税
務
で
は
、
税
務
の
概
要
、

源
泉
徴
収
税
、
確
定
申
告
等
の
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
労
働
組
合
を
運
営
し
て
い
く
中
で
の
お

金
の
動
き
に
つ
い
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
。
実
例
を
交
え
て
説
明
が
あ
り
、
と
て
も

分
か
り
や
す
か
っ
た
。」「
監
事
監
査
の
必
要

性
、
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。」「
執
行
委

員
を
担
っ
て
い
る
が
、
流
れ
の
中
で
行
っ
て

い
た
。
会
計
と
監
査
、
税
務
に
つ
い
て
深
く

知
る
機
会
に
な
っ
た
。」

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

最
後
に
、「
税
務
研
修
を
ず
っ
と
受
け
た

か
っ
た
の
で
、
よ
う
や
く
受
け
ら
れ
て
良

か
っ
た
で
す
。」「
労
働
組
合
の
税
に
係
る
話

は
な
か
な
か
聞
く
機
会
が
な
い
の
で
、
こ
う

い
っ
た
場
を
設
け
て
い
た
だ
け
る
の
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
。
毎
年
開
催
し
て
ほ
し

い
で
す
。」「
今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
参
考
に
な
り
、
早
速
執

行
部
で
展
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
す
る
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
各
組
合
の
生
活
設
計
や
福
利

厚
生
、
ま
た
財
政
の
管
理
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
一
定
程
度
の
醸
成
が
図
ら
れ
た
と
考
え

ま
す
。
今
後
も
合
同
研
修
会
を
引
き
続
き
開

催
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
8
月
4
日（
金
）、
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
宮
崎（
宮
崎
市
）
に
お
い
て
、

2
0
2
3
年
度
の
労
働
金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
・
宮
崎
中
央
会
の
合
同
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
合
同
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
・
こ
く
み
ん

共
済
c
o
o
p
宮
崎
推
進
本
部
・
連
合
宮
崎
・
中
央
会
4
団
体
共
同
の
取
り
組
み
と
し
て
、

組
合
員
の
生
活
設
計
・
福
利
厚
生
や
組
合
財
政
の
管
理
運
営
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
2
0
1
8
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
防
止
対
策
や
諸
事
情
に
よ
り
開
催
で
き
な
い
状
況
が
続
き
延
期
し
て
き
た
経
過
が

あ
り
、
5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。中川副会長

小倉税理士

1

3 2

合同研修会の様子

2 L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



最低賃金は、パートタイマー
や学生バイト、臨時、嘱託な

ど雇用形態や呼称に関係なく、原
則すべての労働者とその使用者
に適用されます

会社は、最低
賃金額以上

の賃金を支払う義
務があります

最低賃金額
を下回る賃

金は法律違反とな
り、下回った場合、
差額を請求できます

最低賃金は、
都道府県ごと

に毎年、見直されて
います

地域別最低賃金は

※深夜（午後10時
～午前5時）に勤務

する場合、少なくと
も25％の割増賃金

が加算されます。「深
夜割増」以外にも「

時間外割増」や「休
日割増」が加算さ

れるケースがありま
す。詳しくは、連合へ

ご相談ださい。

時給

円

!

上
が

？
る
て

上
が

？
る
て

上
が

？
る
て

な
あ

た
の

な
あ

た
の

な
あ

た
の

金
賃
金
賃
金
賃

ま
り
が
上

す
、

金
賃
低
最

「おかしいな？」「低いかも？」と思ったら、なんでも労働相談ホットラインへ
労働相談チャットボット 「ゆにボ」▶

!?
!? 務

義

!?

年
毎

!?

の
て
べ
す

に
者
働
労

!?

と
る
回
下

法
違
　
　

!?

2023年10月6日か
ら宮崎県の

897

0120-154-052
い こう よ   れん ごう に

日本労働組合総連合会宮崎県連合会（連合宮崎）

連合宮崎
スマホ・
携帯
OK

http://miyazaki.jtuc-rengo.jp/

午後10時～
午前5時に
勤務する場合

深夜
割増

%を
加算25
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九州労働金庫宮崎県本部の取り組みを報告します!!
九州労働金庫宮崎県本部では、2023年7月6日（木）、2022年度の実績や2023年度第1四半期

（4月～ 6月）までの業務状況を鑑み、今後の取り組みの確認と研修によるスキルアップを図る目的で、
「第1回宮崎県本部営業力強化会議」を開催しました。

　退職金（退職後2年間の他行からの預け替えを含む）に対
する優遇金利を適用した「退職者専用定期預金」は、宮崎県
内の労働人口の減少に伴い、この5年間で減少している状
況です。そうした中において、有利な商品である「退職者
専用定期預金」をご利用していただくために、今後の取り
組みとして、とりわけ周知不足であった民間企業の会員の
みなさまに対しても積極的にお知らせしていくこととしま
した。また、次年度より制度が拡充されるＮＩＳＡについ
ては、既契約者5,800件のみなさまや非課税財形契約者
のみなさまへ、ダイレクトメールのお知らせを強化しご利
用の拡大に繋げていくこととしました。

　昨年度、宮崎県本部のカーライフロー
ンや教育ローンなどの無担保融資商品
は前例踏襲型の営業を脱しきれなかっ
たこともあり、年間計画が未達成とな
りました。今年度は、①推進委員会・会
員との連携による組織的な取り組み、②簡易アンケートに
よるニーズ調査を実施し案件管理を徹底する、ことに努め
ていくこととします。また、住宅ローンについても、①建

設業者との関係構築、②会員への「手数料定率型住宅ロー
ン」の周知、③他行借換による家計収支の改善提案等を強化
し、会員のみなさまへの利用拡大を目指していくこととし
ます。

　現在、九州ろうきんで取り扱っている取り組み強化商品
について、外部講師を招き研修を実施しました。
①太陽生命：認知症年金保険（たんぽぽプラス）
認知症年金保険の窓口販売における募集のながれと、話
法集の活用についての研修を受け、今後、会員のみなさ
まにより理解していただけるようスキルアップを図って
まいりました。
②日興アセットマネジメント：投資信託
「正しく、たくさん提案する」ことを柱に、お客さまに対する
説明の流れと販売担当者の役割、アドバイザーとしてお客
さまに寄り添った対応を実践していくことを学びました。

　今後も、「ろうきんを選んで良かっ
た」と言っていただけるように、お客
さまの立場にたった金融商品の紹介が
できるよう実務研修を実施し、会員の
みなさまのお役立ちのために努めてま
いります。

１．預かり資産について

3．取り組み強化商品について

２．個人融資について

鬼
束
本
部
長

大塚係長

日向支店・瀬良係長

1947年北海道生まれ。早稲田大学大学院政治学研究科
修士課程修了後、三井物産株式会社入社。調査部、業
務部を経て、ブルッキングス研究所に出向。その後、
三井物産ワシントン事務局長、三井物産常務執行役員、
三井物産戦略研究所所長、同会長、早稲田大学大学院
アジア太平洋研究科教授等を歴任し、現在、医療・防
災産業創生協議会会長等兼任。著書に、『ダビデの星を
見つめて　体験的ユダヤ・ネットワーク論』（NHK出
版）、『人間と宗教　あるいは日本人の心の基軸』（岩波
書店）、『日本再生の基軸　平成の晩鐘と令和の本質的
課題』（岩波書店）、等多数。また、TBS系列『サンデー
モーニング』（日曜日　8：00～/月２回程度）、TOKYO 
MX『寺島実郎の世界を知る力』（毎月第３日曜日、第４
日曜日11：00～）など、メディア出演も多数。
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非
正
規
雇
用
者
と
い
う
と
厚
生
年
金

や
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

必
ず
し
も
加
入
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
加
入
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
や
健
康
保
険
に
加
入
す
る

に
は
、
週
の
労
働
時
間
が
正
社
員
の
４

分
の
３
以
上
、
か
つ
、
月
の
勤
務
日
数

が
正
社
員
の
４
分
の
３
以
上
と
い
う
原

則
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
件
に

当
て
は
ま
れ
ば
、
非
正
規
雇
用
で
あ
っ

て
も
、
厚
生
年
金
と
健
康
保
険
の
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。
条
件
に
当
て
は
ま
っ

て
い
た
ら
、
会
社
は
厚
生
年
金
や
健
康
保

険
に
加
入
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
で
は
正
社
員
の
４
分
の
３
の
条

件
は
あ
り
ま
す
が
、
加
入
条
件
が
緩
和

さ
れ
、
週
に
20
時
間
以
上
の
労
働
、
月

に
8
万
8
千
円
以
上
の
給
与
、
２
ヶ
月

以
上
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
、
学
生
で

は
な
い
こ
と
、
会
社
規
模
が
1
0
1
人

以
上
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
と
厚
生

年
金
と
健
康
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
来
年
10
月
か
ら
会
社
規
模
は
51

人
以
上
に
緩
和
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

４
分
の
３
の
条
件
か
ら
緩
和
さ
れ
た

制
度
で
厚
生
年
金
や
健
康
保
険
加
入
の

対
象
に
な
れ
ば
、
事
業
所
は
「
社
会
保

険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
と
い
う
書

類
を
提
出
し
ま
す
。
そ
れ
で
健
康
保
険

と
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
や
健
康
保
険
に
加
入
で
き

る
の
は
喜
ば
し
い
は
ず
な
の
に
、
嬉
し

い
と
は
思
わ
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
8
万
8
千
円（
年
収
1
0
6
万
円
）

の
給
与
で
被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
、

こ
れ
ま
で
必
要
で
な
か
っ
た
厚
生
年
金

保
険
料
や
健
康
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ

た
う
え
に
、
所
得
税
や
住
民
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
手
取
り
賃
金
が

さ
ら
に
減
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
年
収
1
3
0
万
円
を
超

え
る
と
被
扶
養
者
か
ら
外
れ
ま
す
が
、

1
3
0
万
円
を
超
え
な
く
て
も
、
緩
和

さ
れ
た
制
度
の
適
用
範
囲
に
該
当
し
被

保
険
者
に
な
れ
ば
、
扶
養
の
範
囲
外
と

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

1
0
6
万
円
を
超
え
る
と
減
っ
て
し

ま
う
手
取
り
収
入
は
、
労
働
時
間
の
延

長
や
賃
上
げ
で
1
2
5
万
円
に
達
す
る

と
、
そ
れ
以
前
と
同
じ
水
準
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
は

年
収
1
2
5
万
円
に
向
け
て
労
働
時
間

を
増
や
す
計
画
を
作
成
し
た
り
、
賃
上

げ
に
取
り
組
ん
だ
企
業
に
助
成
金
を
給

付
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
労
働
時
間
の

延
長
や
賃
上
げ
は
生
活
や
家
計
に
直
結

す
る
問
題
で
す
。「
働
き
損
」
が
な
い
仕

組
み
、
働
き
た
い
と
思
え
る
仕
組
み
が

必
要
で
す
。　
　

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
はたらく人と、地域社会と、未来へ、「つながる!」九州ろうきん。

◎キャンペーン金利は、（一社）日本労働者信用基金協会保証によるお申込み、かつ 2024 年 4 月 30 日までに受付し、2024 年 5 月 31 日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。その他の保証会社
でのお申込みはキャンペーン金利が適用されませんのでご注意ください。キャンペーン金利以外の借入条件（金利等）は、九州ろうきんホームページまたは店頭でご確認ください。◎キャンペーン期間中に表示
金利が変更される場合もございます。◎ご融資金額は所属される会員等により異なる場合がございます。◎変動金利型は、年 2 回適用金利を見直します。ただし、「教育ローン（カード型）」については、カードロー
ンご利用期間中は年 4 回、元利金ご返済期間中は年 2 回適用金利を見直します。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される場合には、手数料（税込 5,500 円）がかかります。変更内容によっ
ては、ご希望に添えない場合もございます。◎お借入予定資金に九州ろうきんで現在ご利用中のローンの借換が含まれる場合は条件がございます。◎Web 完結型教育ローンは、所属される労働組合・共済会・
互助会等との取り決めにより、お申込みを受付できない場合がございます。◎ご返済額の試算はお気軽に〈ろうきん〉まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの「ローンシミュレーション」も
ご利用いただけます。◎記載内容は、2023 年 10 月 1 日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会とする場合です。◎金利引下には、カードローンのご契約等、取引条件がございます。　◎くわ
しくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

受付時間/平日 9：00～17：00
0120-796-210

お問い合わせ先　九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル

お問い合わせは宮崎県内ろうきん各支店へ

5L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



6 L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



　はじめに開催の挨拶として、各センター長よりライ
フサポートセンターの紹介の後、「ストレスは日常的
にある物であり、そのストレスとの向き合い方を学ぶ
良い機会としてほしい。」と挨拶をされた。
　セミナーではまず、「ストレスは日々の生活につき
ものであること。気温が高いこともストレスの原因と
なる。自分はメンタルが強いと思っている人であって
も、過剰なストレスを受けると倒れてしまうこともあ
る。ストレスを上手に整理して、対処していける手立
てを考えていきましょう」という話された。次にスト
レスにさらされている人が陥りやすい考え方について
説明され、ストレスの度合いが強まった人がどのよう
な行動を取るのか、例を挙げて話をされた。
　また、「日々あるストレスをどうマネジメントする
ためには心のエネルギーが必要であること。そのうえ
で自分のストレスに気づくために、自分を客観視する
ことが大切であり、“他者に話をする”“ＳＯＳを出す
（相談する）”ことが重要であること」を説明され、「自
分を客観視することで、物事に柔軟性を持って対処で

きる。自分のエネルギーを増やすために、自分がリ
ラックスできる、気分が良くなるための“資源”に気づ
くことが大切である」と話された。
　セミナーではリラクゼーションについて体感するた
めに、2人1組になり身体を緩めるワークもあり、体
感することで、和やかな雰囲気になり受講者の笑顔も
見え、自分がいかに緊張状態であったか、体を緩める
ことの重要性を理解してもらえたと感じた。
　質疑では、業務上で関りのある人からの相談につい
ての対処法について質問され、講師からは「話を聞く
ことが重要で、そのひとのＳＯＳをよく聞くこと。追
及する聴き方ではなく、本人が話しやすいように対応
してほしい。」とのアドバイスがあった。

　最後にそれぞれの副センター長より、講師への感謝
の言葉と「ストレスと付き合っていくために、自分を
客観視することの重要性が良く分かった。日常生活で
はストレスはつきものであるが、今日学んだことを活
かしていきたい。」との閉めの挨拶で閉会した。

ラ イ フ サ ポ ー ト セ ン タ ー 通 信

３地区（宮崎、都城、延岡）ライフサポートセンターでセミナーを開催しました!!
　ライフサポートセンターでは、相談機能の充実とともに社会への啓発活動として、今日の社会に横たわ
る課題をテーマに専門家を招聘して、各地域でセミナーを年2回開催しています。
　2023 年度上期については、3 地区同一テーマで開催していくことが確認されたことから、下記のとお
り、セミナーを開催しました。

● ● テーマ ● ●
「～人生を自分らしく生きるためのヒント～ ストレスマネジメント」

◆ 講師：柳田　哲宏 氏 （宮崎カウンセリングセンター：臨床心理士・公認心理師） ◆

▶各ライフサポートセンターの開催日
　および参加者数

■宮崎：
　2023年8月  7日（月）、28名
■都城：
　2023年7月26日（水）、28名
■延岡：
　2023年7月12日（水）、32名

宮崎

都城

延岡
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宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。　

み
や
ざ
き
福
祉
学
園
の
事
務
局
長
に

な
っ
て
１
年
５
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
み

や
ざ
き
福
祉
学
園
の
事
務
局
は
南
ヶ
丘
幼

稚
園
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
の

元
気
の
い
い
姿
に
癒
さ
れ
る
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
南
ヶ
丘
幼
稚
園
の
門
に
は

「
輝
け
子
ど
も
た
ち
」と
い
う
建
学
の
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
子
も
命
い
っ
ぱ
い

に
輝
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
園
の
教
育
方
針

の
一
つ
に「
思
い
切
り
自
由
に
遊
ば
せ
る
な

か
で
、
子
ど
も
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
伸
ば
し
て
い
く
」と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
と
て
も
大
切
な
理
念
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
幼
児
教
育
に
携
わ
れ

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
の
出
身
は
日
南
市
大
堂
津
と

い
う
小
さ
な
港
町
で
す
。
私
は
昭
和
31
年

生
ま
れ
で
、
小
学
校
は
今
で
こ
そ
複
式
学

級
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ

は
１
学
年
３
学
級
も
あ
る
活
気
あ
ふ
れ
る

町
で
し
た
。
海
が
あ
り
、
川
が
あ
り
、
山

も
あ
る
子
ど
も
に
と
っ
て
は
最
高
の
遊
び

場
の
あ
る
所
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
も

そ
の
自
然
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
、
学
校
か

ら
帰
る
と
ラ
ン
ド
セ
ル
を
放
っ
て
す
ぐ
に

遊
び
に
出
か
け
る
子
ど
も
で
し
た
。

　
そ
の
頃
の
流
行
語
に「
巨
人
・
大
鵬
・
卵

焼
き
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も

に
人
気
の
あ
る
代
名
詞
で
し
た
。
小
学
校

６
年
生
に
な
っ
て
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
で「
巨
人
の
星
」が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
主
人
公
、
星
飛
雄
馬
。
そ
の
父
、

星
一
徹
。
土
曜
日
の
夕
方
に
な
る
と
遊
び

を
や
め
て
そ
そ
く
さ
と
家
路
に
つ
い
た
も

の
で
す
。
ア
ニ
メ
の
内
容
は
と
も
か
く
、

友
達
と
集
ま
っ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
熱
中

し
た
も
の
で
す
。
当
時
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
練
習
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
だ
け
の
練

習
で
は
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
校
で

一
緒
に
な
る
隣
の
小
学
校
に
練
習
試
合
を

申
し
込
む
の
で
す
。
大
人
は
一
切
関
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
中
学
生
が
仲
立
ち
し
て
く

れ
て
、
試
合
が
成
立
す
る
の
で
す
。
審
判

は
中
学
生
に
し
て
も
ら
う
の
で
す
。
そ
ん

な
こ
と
が
良
く
で
き
た
も
の
だ
な
と
、
今

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
し
て
い
た
の

だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
時
代
は
親
も
仕
事
で
忙
し
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
由
で
子
ど
も

た
ち
だ
け
の
世
界
が
あ
り
ま
し
た
。
や
ら

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
考
え
、

楽
し
む
。
物
事
を
主
体
的
に
と
ら
え
、
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
子
ど
も
の
本
質

は
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
っ
た
子
ど
も
の
教
育
の
一
助
に
な
れ
ば

と
日
々
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

みやざき福祉学園事務局長

松岡 秀行さん

　県では、就業を希望する女性（おおむね55歳未満）やシニア世代の方（おおむね55歳以上）を対
象に、次のような取組を通して、求職者の就職活動及び事業所の人材確保をサポートしています。
【取組内容】①求職活動の相談、②求職活動セミナー、③就職面談会、④職場見学会・職場体験、
  ⑤多様な働き方の求人開拓、⑥求人アドバイス、⑦雇用環境改善提案、⑧求人・求職マッチング
　女性とシニア世代の方向けの相談窓口をそれぞれ県内３ヵ所に設けており、相談は無料で行うことができます。

女性・シニア世代向けの就職相談窓口のご案内

検 索みやざき女性就業支援センター

みやざき女性就業支援センター

◆専用サイト◆◆予約・問合せ先◆

TEL：0985-41-8650

宮崎窓口 【場所】宮崎グリーンスフィア壱番館（KITEN）7階
【日時】月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  ９時～18時〈予約優先〉

延岡窓口 【場所】宮崎県延岡総合庁舎
【日時】毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  10時～15時〈要予約〉

都城窓口 【場所】都城市総合福祉会館２階
【日時】毎週火曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  10時～15時〈要予約〉

みやざきシニア就業支援センター

検 索みやざきシニア就業支援センター
◆専用サイト◆◆予約・問合せ先◆

TEL：070-4704-5580

宮崎窓口 【場所】宮崎グリーンスフィア壱番館（KITEN）３階
【日時】月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  ９時～18時〈予約優先〉

延岡窓口 【場所】宮崎県延岡総合庁舎
【日時】毎週火曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  10時～15時〈要予約〉

都城窓口 【場所】都城市総合福祉会館２階
【日時】毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　　　  10時～15時〈要予約〉
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